








要約;北海道の地理的広域性を考慮して周産期医療圏を 6 ブロックに分け、周産期施設の

必要数を算出した。都市部とそれ以外では状況が異なっており、総合周産期センターの設

置による集中効率化に必要な出生数に満たない地域においては中規模の総合周産期センタ

一の配置が適正と考えられる。

 また都市部(道央圏 1)における新生児病床の稼働の現状を調査した。


